２　仏の行事
（１）　地蔵会（西蓮寺）
地蔵会の風習
　橋津の西蓮寺には、「南無六道能化延命地蔵大菩薩」という大きな地蔵さんが安置されており、この地蔵をまつる地蔵会が旧暦７月２３～２４日（現在は新暦８月２３日～２４日）に取り行なわれている。

　この地蔵会は火難、水難、盗難、子供守護に対する感謝の気持ちをあらわす仏事で、善男善女がお寺の境内で終夜踊りあかして終わる行事である。

地蔵会の起源を探
　こうした風習がいつ頃から始まったのかその起源はさだかでないが、この大地蔵建立にまつわる「地蔵菩薩

る「地蔵菩薩由来
由来記」なるものが西蓮寺によって作られている。この内容は前項「宗教＝西蓮寺」の末尾に記載してあるの

記」概要
で省略するが、その大あらましをまとめてみれば次のようになっている。

　この大石地蔵は宝暦７年（１７５７）に造られたとあり、この年悪病がはやり多数の死者が出たために１１世の見誉上人は大地蔵の建立を企画して石工や絵師を探していた。こんなとき１人の旅の僧があらわれ、この僧が絵を書き石工を指導して１丈６尺にも及ぶ大地蔵を刻み上げた。

　この地蔵尊の石は宇野から、台座の石は橋津の下町から出たといわれ、何百人もの村人の協力で寺の門前まで引張ってきたが、石が門の巾よりも広くて境内に引込むことができず困っていたところ、病中にあった見誉上人の祈念によって無事入れることができ、また台座の据えつけにも念力の加護によって安置された。

　さていよいよ地蔵尊を台座の上に据えつける作業にかかったが、どうしても安定させることができず、皆あきらめて帰った日の晩の真夜中に、突然大きな物音がした。驚いて人々が寺へ駆けつけてみると、地蔵尊は台座の上に安置していた。

　この不思議な仏の力に一同伏し拝み、以来霊験あらたかな地蔵菩薩として参詣の群衆で賑わった。


　それから５０年後に、長瀬村の「三徳坊」という人の夢枕に地蔵尊が立たれ、「建立して５０年にもなるのに雨露をしのぐ笠がなく、その方笠を作ってくれ」とお告げがあり、三徳は早速に近郷近在の人を説いて笠をかぶせた。この三徳坊は以来地蔵尊と意志が通じるようになり、多くの人の病気平癒、諸病退散につとめたという。

　このように有難い地蔵尊をまつる行事として、毎年旧暦７月２３日の夜は老若男女が盛大に踊りをくりひろげ、以来この地蔵会は絶えることなく続けられている。この由来記の詳細は、前項「宗教＝西蓮寺」の末尾に記載してある。
復活した地蔵おど
　しかし最近は若い者が少なくなり、また生活環境の変化などもあって地蔵盆踊りはとだえていたが、昭和４
り　　　　　　　　　２年に「茶町おどり保存会」が結成されて、古くから地蔵会に踊られていた茶町おどりが復活し、地蔵会には昔懐かしい茶町おどりが盆踊りとしてよみがえった。
